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The virus used in the experiment was isolated from cabbag巴leaveswith mosaic symptom 
collected at Kagoshima Ag1'iculturヨ1Experiment Station. Of twenty five species in 
S巴venplant families， twenty three species were susceptible by inoculation of the sap from 
infected leaves. 1n turnip sap， the the1'mal inactivation point was between 55 and 600C， 
and the dilution end帽pointwas between 10“3 and 10-4， and infectivity was retained at 
250C for 120-144 hr. The virus was identified as a common strain of turnip mosaic 
virus (TuMV). As to the ability of necrotic lesion production on young tobacco leaves， 
this isolate was found to be decidedly infe1'ior to that of the isolate 67 sto1'ed as a common 
st1'ain ofTuMV in Kyushu Unive1'sity. 
Seven species of host plants were examined 101' the detection of inclusion bodies in the 
infected leaves using three kinds of staining p1'ocedu1'es. A Giemsa's method gave con-
sistently excellent 1'esults fo1' the inclusion bodies in Physalisjloridana and spinach， apY1'onin-
methyl g1'een method fo1' those in petunia， pot mar噌igoldand spinach， and also a phloxine幽
t1'ypan blue method fo1' those in petunia. On the contrary， itwas impossible to obse1've 
any inclusion bocly in cabbage Jeaves stainecl by the Giemsa's method ancl in turnip 01' 
cabbage leaves stainecl by the phloxine-t1'ypan blue method. The 1'esults f1'om the ex-
pe1'iment indicated that pa1'ticula1' attention shoulcl be given to the selection of staining 
p1'ocedures fo1' the species of host plants. 
キャベツに発生するウイノレスはキュウリモザイクウイノレス，カプモザイクウイノレス (TuMV)，
カリフラワーモザイクウイノレスの3禄とされているが3) モザイク症状を呈するキャベツから分
離された TuMVの性状についてはあまり報告・されていない.そこで，本研究ではモザイク症状
のキャベツから病原ウイルスの分離を行ないその悶定を試みた.その結采では分離ウイルスは
TuMVと考えられるものであったが， TuMVにa際病した植物にbける細胞内封人体については，
光学顕微鏡で検出を可能あるいは不可能とする悶論がみられるのでい，10) 分離した TuMVを数
積の寄主に接種して，いくつかの染色法をよ奇い挺病棟物にかける細胞内封人体の検出を試みた.
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本論文の喪主?は1fl平149年2月20日九升1夜祭虫研究会で発表した。
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実数材料および実験方法
供試したカブモザ、イクウイノレス (TuMV)は1973"1:5 J，鹿児向県農業試験場のi秘境-にふ、いて，
葉脈透化あるいはモザ、イク症状を呈したキャベツ(品極大御所， 1972年晩秋揺殺)の葉から分離
したもので，その分離は犠病キャベツの汁液をカブあるいはタイサイに緩殺することによって行
ない，関根物で継代保存したものである.
本実験に供試した各穏検定捕物は空調温室内 (25土40C)またはガラス室内で，筏 12cmの素
焼鉢に播種，栽結論したものである.供試ウイノレスの寄主範閣の検定はこれらの幼純物にカーボ、ラ
ンダムを用いる汁液接続により行なった.接極発病した帯主続物の一郎は細胞内封人体検出の材
料として供した.また供試した検定値物のうちタバコについては，つぎのようにして局部病斑形
成能の比較を合せて行なった.すなわち，供試ウイ Jレスをタイサイに接穂して 2-3週間後 4，
5葉自の葉を採取し，その搾n液を 5-6 ~J9l のタバコ (Nicotiana tabucum L.品種プライトエ
ロー)の半葉に接穂した.一方，対照ウイノレスとして TuMVの分離株番号67(TuMV-67，九州
大学農学部にて保存川)を悶様の方法により対照の半葉に接稀ーした. 7日後にそれぞれの局部病
斑数を計数し，阿ウイルスの感染性の比較を行なった. てど必，アプラムシの駆除には DDVP乳
剤を~J切に 1&ギ百した.
供試ウイノレスの汁液1:1での不if1化限界(耐熱tl:，i倣希釈1tl:， ilH保存性)の検定はt来事R後3-4
j宙開日のカプの新築を採淑L，これに生震当り10傍容量の純水を加えて燐砕し，これをガーゼ、で
搾汁して得たn液てと用いて?引去により行?なった. この検定試験の滋子?には検定紋物として Chen-
opodium amaranticolor L.を用いた.
'1m病積物にbける細胞内対人体の検1¥には，つぎの 3:f:t1l類の染色方法を用い，供試翁:主と組合
わせてその葉fi易について比絞を試みた.すなわち，ギムザ、法は Boldの方法1，2)I乙従い， ピーロニ
ンメチノレグワーン (P一MG)法は越水らの改良法u)に準じたが，後者の場-合にはカルノー液による
閤定時間を 1分間，ピーロニン水溶液による染色時路を3分閤にそれぞれ短縮した.フエロキシ
ントリパンブルー (P-TB)法は McWhorterの方法5)に従った.細胞内封人体の有無の判定は染
色処理されたa罷病級織を光学顕微鏡で観察して行ない，対照として'際病記1織と|弓部佼の健全組織
を同時に染色処理したものを観祭した.
実験結果
1. 寄主i組問主fよび病徴
供試ウイノレスを7科25穣の供試続物lζ拡=種した結来 7科23殺の機物が感染し，そのうち 7科
21種が病徴を発現した.その結果を Table1に示した.な.:k'，これら寄主植物が示す病徴のうち，
細股内封人体の検出に供した容主植物の病徴はつぎの通りである.
カブ (Brassicarapa L. var. gl.αbra KITAM.品種博多据わりカブ)本業2-3枚のカブに接種
すると，約7-10 E1後に新薬に葉脈透化がみられ，その後明瞭なモザイク液状を果した.液状の
激しい場合には婆縮，奇形がみられた.
タイサイ (Brassicachinensis L. 1¥'1線二呉;・自体菜〉 本葉2-3枚のものに接被すると，カプ
と同様の病徴を;混わし，婆五1;，奇形もみられた.最初の病徴が発現するまでに， 10日前後かかっ
た.
キャベツ (Brassicaoleracea L. var. caρitata L. 品種富士平生) 本葉2-5枚のものに接種
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Table 1. Test plants and thcir symptoms. 
Symptoms 
Tcst plants 
[Iloculatcd lcavcs Uppcr lcavcs 
.J apancsc tun中 (cv.Hakatasuwari) NO M (S，Mal) 
Rapc (cv. Kanzaki) NO M(S，Mal) 
Chincsc cabbagc (cv. Nm:aki No. 2) NO fM (S， Mal) 
.Japancsc radish (cv. Akizumari) NO fM 
βrasica chinensis (cv. Nikanme) NO M (S，Mal) 
Cabbagc (cv. F吋iwasc) NO fM 
じ両日lOtodiulIlalbum NL NO 
C'llClIOtodiwl allaranticolOl NL NO 
Spinach (cv. Viroflay) NO M(Mal) 
llcct (cv. Monohopc) SL 
Tobacco (cv. Bright ycllow) NL NO 
λTicotiana g[utilosa 討し SL 
PII;)'.wlis jloridanl NO ?ν1，5， Mal 
Petunia (cv. Fl chandclicr m肌) NO M (S，Mal) 
Tomato (cv. Toukou) NO NO 
Garland (cv. Ouba) NO M 
Pot 11a時 olc1(cv. Shil1guro) NO fM 
どinnia(cv. Dairin) NO M 
Lcttucc (cv. Grcat 1北c) NO NO 
Crimson clovcr NO l¥1 
Co¥¥'pca (cv. Kurocla日仏、<llljaku) BS NO 
Broad bcan (cv. ¥Vascnagasaya) ?すし NO 
]'v1ilk ¥，ctch VN NO 
Globc-amaralllh NL NO 
日c.san1C VN 5N 
お1:mosaic. nν1: faint mosaic. 5: stunting. iVlal: malformation. NL: nccrotic lcsion. 
BS: brownぉpot. VN:刊 inIlccrosis. SN: systcmic nccrosis. SL: symptomlc明 infcction.
): symptom河口otprcclominant. NO: no sympton. 
すると，約 2)昼間後に葉脈透化と退紘tU度成が生じ， 3)艶聞から 1カ月後には比較的経いモサ、イ
ク症状が認められた.
ベチュニア (PetuniahybridαVILM・ :i古級 FIシャンデリアミックス) 5-6J寝の幼植物に接
種すると， 10-14日後に退緑性業斑が生じ，その後モザイク症状へと進展した.また，後には奨
の奇形と織物体の議総とを伴った.
Physαlis floridωza RYDB・ 5-6葉の幼植物l乙接種すると，約10日で紫斑が生じその後モザイ
クとなり，激しい萎縮症状と葉の奇形を伴った.
キンセンカcc.αlendulaofficinalis L. 品橋本諜) 4-6葉の幼植物に接続すると， 10-14日
で新薬に此泌が生じその後しだいに進展して緩いモザ、イク症状を思した.
ホウレンソウ(8;戸naciαoleraceaL. Ml穣ピロプレー) 3 -5葉の幼植物に接種すると，
7 -10 EI自に退紋性紫斑が生じ後にはモザイクとなり，葉の奇形が認められる;協会もあった.
Nicotiana glutinosa L. 空調混窓で育成した10-15葉の縞物に接種したが， まったく病徴は
:g~われなかった.な 10' ， C. amα1・anticolorへの民し按磁の結来，N，・ glutinosα の接級îi~では12，'f
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り231nJの局部病.JXIが得られ 対照ウイノレスの TuMV-67では89仰の局者fl病況が現れた.ま
た，N. glutinosα の接様葉の上位葉では12され菜子i り 81民1 ，対照ウイノレスでは7311~j の j母音fl病斑数が
形成されたので，供試ウイルスは無病徴感染したと考えられる.
タバコ(N.tabacum L. 品種ブ、ライトエロー)5---6i誕の若い弟に接種すると，約5IJ f=lに後
種葉上に径 2mm前後の黒褐色の局昔日域死斑が形成された.つぎに，局部?海底形成能に関する比
較試殺の結果では，供試ウイノレスでは互い葉~ þ17個 (14~企業を用いた 3 踏皮復の平均値)の病斑
が形成されたのに対して，対照ウイノレスの TuMV…67では203個であった.供試ウイノレスのタバ
コにお、ける局部病斑形成能は対照ウイノレスの形成能の 8~10必であり極めて低かった.
2. I'十液中のウイノレス不活化限界
本実験結果では，供試ウイノレスの i耐熱性は 55~600C， fru:t希釈性は 1 ， 000~10 ， 000倍， 耐係存{
は 250C 子下.ででト1ロ20~144ぶ411寺 i開淘であつた. な1ふコ、 この場合の版物検定は C.amarαnticolorの16'11.!i~を
1試験i豆として， 21TIl反復で行なった.
3. 各種寄主にふ、ける細胞内封人体の検出
タイサイ:接額約3週間後の葉の表側の表皮を供試した.ギムザri;により検出された封・人体は
濃青色，径約 6μ の円形で，表皮細胞内では核に隣接して}FJぶしていた. P-MG法では， I司じ
表皮細胞内に濃赤色， PJ形のJ才人体が検出され， P-TB法では赤紫色，周縁の不:1り}般な封人体が
観察された.
カブ:接種約3~ 4 ilW¥J後の柴の表側の表皮を供試した.ギ‘ムザ法では形態的にjもなる 2極紛
の封人体が観察された.その lつは磯首色， H1l総に1.1/但!の多い不定形であり，他の 1つは淡青色，
府縁が比較的王子治であった.阪芸?とも表阪には願粒状の機造物が認められた P-MG法により
検出された封人体は淡赤色，表面に新粒状の11~;丘物をもっ fij形(筏約 5μ) で，核に隣媛してみ
られた.P-TB法ていは検出不可能であった.
キャベツ:接穏1カ月後の葉柄と葉の表皮を主として{JMえした.P-MG法により濃赤色の対
人体が検出された.その周縁は玉p'.滑で，表面構造は不明確であった ---)j，他の 2法での対人体
の検出は不可能であった.
Physalis floridanα: 接滋 1 カ月後の集約と紫の表!支を供試した.ギ、 i、ザ 1.tにより検出された J~
人体は総督色，表面に頼粒状の機造物が認められ，その形態は術f1j形，イ形など機々で，大き
さも一様でなく核と同大のものから，ごく小さなものまで紛然された (Plate1・A).P-MG法
では毛~細胞内に波赤色で， )潟緩，表耐fPJ造物ともにイ~I別総な対人体が泌められた .P吋TB 法で
は淡赤色，綴円形のまJ人体が毛iヰ:総胞内に検出された.
ペチュニア:接穣後 3 週間日の葉柄と紫の表皮を32 として供試した.ギムザ法では縫 1~15 ， fij 
形の封人体が毛耳細胞内に核に隣接・して検出された.つぎに， P-MG法により毛耳細胞内に検
出された封人体は濃赤色，綴i弓形(約8.5x6μ)で， その表面には願粒状構造物が観察され，核
にl隣接して局在していた (PlateI.B).P-TB法では封人体は赤色，円形(筏約 16μ〉で，表面
に頼粒状構造物が認められ，伺じく核に隣接して毛ヰ細胞と表皮細胞内に検出された (Plate1・C).
なj，'ギ、ムザ、法と比絞して， P-MG法と P…TB法の場合には封人体の検出頼度が向かった.
キンセンカ:接種後 lカ月自の楽楽側の表皮を供試した.ギ、ムザ位ミによって観察された封人体
は凋縁とその表面構造とが不明確であった.P-MG法により検出された封人体は赤色，指円形
(10x8μ〕のものと，核に隣接した赤色，円形のものとの2種類が線認されたが， I時には赤色で，
前記2種類のものより小型の麟粒状のものも観察された (Plate1. D). P-TB法で検出された封
人体は赤色，不定形で，表面には顕粒状の構造物が認められたが，即時に核も赤色lζ染まること
があった.
f/I:，IJ' :キャベツから分離されたカプモザイクウイノレスとその縦u胞内封入休の検出 5 
ホウレンソウ:接税後約1カYJ'~1 の;紫約と菜の表皮を供試した.ギ、ムザ法で検出された封入休
は青色，村'JI[J形 (10x 11μ)で， その表mIにはIljJl僚な頼粒状構造物が認められた CPlater.E). 
P-MG法では赤色で表部に矧粒状構造物をもっほほ円形(筏約 6μ) のものと，不定形の 2磁の
対人体が検出され (Plate1. F)，両者の検出頻度は高かった.P-TB法では淡赤色，ほほP:l形で，
核に隣接した対人体が検出された.
なjコ、各種機病翁t主議u胞の染色に際しては，対照として健全容の悶音ri立を染色したが，細胞内
封人体に相当する器官は会く認められなかった.封人体と核との'/!UlJUは仁の有無によって行なっ
た.ギ、ムザ、法と P-TB法では核が青色に，仁が礎資色に染まった.従来， P-TB法では核が青
色に染まると報公されているが，タイサイ ，P.florid.αna，ベチュニアふ、よびキンセンカの各容:::1.:
では核が赤色に染色される場合があった.P-MG法では核は紫色，イ二は赤色に染まった.
以 kのあI;来からぬt られた各極'Hli病 "r告:~t にふ、ける細胞内封人体の検出の TiJ奇心、J:び !Jif~易について
は Tab!e2に-1¥nして示した.
Tablc 2. Diflcrcllccs in thc dcgrcc 01" detcctioll 101' indllsion bodics in scvcral host plants 
inlected with tllrnip mosaic virus by using thrcc kinds of stailling proccdllrcs. 
Staining procedures 
Host plants 
Gicmsa Pyronin-methyl green Phloxinc凹trypanblue 
]apancsc tllrnip (cv. Haka山 suwari) トー
Brassica chine/lsis (cv. Nikaml1c) → 
Cabbagc (cv. Fujiwasc) → 
Ph)'sαf吹floridall 十
PctunIa (cv. FI challClelicr mix) 十 十J
Pot lllarigold (cv. Shingllro) 十
Spillach (cv. Viroflay) 十 +十
No inclll日onbocly was clctcctccl in host cels. 
十 SOlllCincl口sionboclics wcrc cletcctccl in host cls. 
+十 lnclusionboclics wcrc frcqucntly dctcctccl in host clb. 
察
本実験では，モザイク能状のキャベツから 1磁類のウイノレスを分離して，このウイノレスの議性
質を調べたおii来，得ご主総溜はアブラナ科を始め 7 科23稜，汁液の i耐熱性:は 55~600C， jfij希釈性は
1 ， OOO~10 ， OOO傍，鮒保存伎は120~144時間であり，ぢJf，9 ，10) ;b、よび栃原8)の報告と照合して，分
断i されたウイノレスはカブモザイクウイノレス (TuMV) 誇通系の 1 系統と同定された.また，寄~J:
捕物のうち N.glutinosaは1時前徴であったが，その按機業;b、よび1::fj'L~定の渓し接務:は j努性であっ
たことから， ~-!i)I'. ら 10) の TuMV の分類選懲に従えば，本ウイノレスはすuMV の BJ耳に脱すると
4まえられる.つぎに，いタバコ楽にネ:ウイノレスを接種すると，局在日前政Eの形成がきわめて少な
く，対照ウイノレスとしてJIJいた TuMV67 の形成能力の 8~109óにとどまった. このことから，
本ウイノレスはタバコ葉にふ、けるhut'ii¥i内政f:形成能が非常に低いという特徴を有していることがJドIJljJ
した.
本ウイノレスに感染した植物についてその細胞内封人体の検出方法を検討した紡糸， 7Wの供i誌
記riJ~純物のすべてにかいて，員長易の差はあるが， fITJらかの封人体が観察された. ギ、ムザtとでは
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P. floridanaとホウレンソウ， Pふ1G法ではベチュニア，キンセンカ為、よびホウレンソウ， P-TB 
法ではベチュニアを供試した場合に，その封人体の検出は容易で，検出頻度も高かった.一方ギ、
ムザ法とキャベツ， P-TB法とキャベツふ、よびカブの組合わせの場合には，封人体の検出は不可
能であった.従うiミ， TuMV'Rll病純物の封人体の検討lは不可能とする級文も数多く，また検fl¥の
il¥jg去るは寄主の種類と供試 TuMVの系統株のj材活に左tiされると示唆されてきた10) しかし本尖
験では，従.:t:.と 3磁の染色方法の組合わせによって，供試したすべての寄主純物でその細胞内対
人体の検出が可能であった. したがって，この磁のウイノレスのa際病純物にj討する封人体の検出に
は，容::t と染色方法の選択てとらびに両者の組合わせについて I~'分に考感する必要があると忠われ
る.まずこ3染色法のうち，ギ、ムザ法と P-MG法は主として X体を染色し， P-TB法は主として
結晶性対人体を染色すると言われてきた.しかし，本実験で P-TB法により検出された封人体
はその形態からみて結晶性封人体とは断定できない.
ベチュニアは3磁の染色法のいずれによってもその封人体を検出できたが， P~TB i去によって
検出された封人体と，他の2法によって検出された封人体は表jJjj構造物の状態から比較して，ほ
ほ肉質のものと考えられる.また， P-TB法では染色不可能の場合や核と封人体の染め分けが成
功しないことが多かった.これらの諸点を考慮すると 本実験で検出された封・人体の大古1¥分は
X体とする方が妥当と考えられる.
また悶じ寄主細胞内のまJ人体には，たとえば P.floridanaの場合のように，形J，'よび大きさを
災にする種々の主J人体がi認められた.これらの封人体の種類， tl，状については，iIil泌切)こi'の電子
顕微鏡的観察の結果と合わせて論議する必要がある.
摘 要
モザイク症状をぷしていたキャベツ(Ih'tf)U大御所)から分母If:されたウイノレスについて，その消
't'l:闘を誠べた.供Jえした 7H25総の縞物のうち 7科23級が感染し!耐熱1'1:は 55-600C，I似希釈れ
は1，000-10，000倍， 鮒1*;俗世1，は120-144I1lJ'!I¥Jであった. {jb試ウイノレスはカプモザイクウイノレス
f通系の 1系統と同定されたが，タバコでの!心部病成形成絡が著しく低い特徴を，(iしていた. 7 
fif(の荷I病被物と 3磁の染色71ミを組合わせて，細胞内封人体を検出した結果，供試純物のすべてに
M らかの対人体がみられた.ギ、ムザ71とでは Physalisfloridanαとホウレンソウ，ピローニンメチ
ノレグリーン法ではベチュニア，キンセンカJ;、よびホウレンソウ，ブエロキシントリパンブルー
(P-TB)法ではベチュニアにふ、いて封・人体が務易に検出された. しかしギムザ法とキャベツ，
P~~TB 法とカブ，キャベツではその検出は不可能であった.この槌のウイノレス，1m病植物での封人
体検出には，治:主と染色方法の選択ならびにjilj者の総合わせについて考泌する必要がある.
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Explanation of plate 
Plate I. T ncJlIsion bodies in問 veralhost plants infectecl with turnip mosaic virus (TlI~νIV). 
"^ 1 nclllsion bocly (1) in thc cl of PJ.り叩lis.Jlol'idona R YDB. infectecl with TuMV， ぉtaincclby C;ド
cmsa's methocl. 
R. Inclusion bocly (1) in thc hair cl of Petll1Ia I;pbl'ida Vruf. infect('cl with TuMV， stainccl by 
pyronin-mcthyl green methocl. 
C. lnclusion bocly (1) in the hair cel of Petllnia hybrida Vrf.M. infccted with TuMV， stainecl by 
phloxine-trypan blue method. 
D. 1nclllsion body (1) in the cel of Calendula qficinalis L. infectecl wilhγlIMV， stainecl by py-
I'Onin-methyl green methocl. 
E. Inclusion bocly (I) in the cel of砂inaciao/eracea L. infectccl with TuMV， stainecl by Giem崎、
methocl. 
F. 1nclusion bocly (1) in the cel of .s:戸川町iaoleraceaし infcctccl with TlIMV， stainecl by pyl'Onirト
mcthyl grccn methocl. 
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